
　
次
期
診
療
報
酬
改
定
は
本

体
が
＋
０
・
88
％
と
賃
上
げ

に
配
慮
し
た
プ
ラ
ス
改
定
と

さ
れ
る
が
、
実
態
は
薬
価
引

き
下
げ
の
マ
イ
ナ
ス
改
定
だ
。

診
療
側
は
診
察
料
の
引
き
上

げ
を
求
め
て
お
り
、
患
者
負

担
増
も
あ
り
得
る
▼
民
間
主

要
企
業
の
昨
年
度
の
賃
上
げ

率
は
３
・
６
％
に
達
し
た
。

今
改
定
で
同
等
な
医
療
者
の

賃
上
げ
と
経
営
立
て
直
し
の

実
現
が
必
要
だ
▼
コ
ロ
ナ
５

類
移
行
後
も
、
複
数
の
感
染

症
の
拡
大
や
基
礎
疾
患
の
悪

化
・
重
症
化
も
続
い
て
い
る
。

長
期
の
医
療
逼
迫
、
医
療
提

供
体
制
縮
小
へ
の
早
急
な
対

応
が
必
要
だ
。
コ
ロ
ナ
に
よ

る
入
院
・
外
来
・
ワ
ク
チ
ン

接
種
と
診
療
体
制
の
逼
迫
、

医
療
従
事
者
の
疲
弊
、
介
護

体
制
へ
の
負
荷
も
続
い
て
い

る
▼
24
年
１
月
能
登
半
島
巨

大
地
震
が
多
く
の
人
々
を

襲
っ
た
。医
療
者
は
被
災
者
の

心
身
の
ケ
ア
、感
染
拡
大
へ
の

対
応
、被
災
関
連
死
防
止
も
求

め
ら
れ
る
。
我
が
国
は
毎
年

の
よ
う
に
大
き
な
自
然
災
害

を
反
復
し
、
そ
の
度
に
コ
ロ

ナ
も
含
め
た
大
規
模
な
感
染

症
へ
の
対
応
が
求
め
ら
れ
て

き
た
。
医
療
費
削
減
の
為
に

効
率
化
を
よ
り
優
先
す
る
政

策
で
は
、
医
療
者
や
国
民
の

健
康
と
命
を
守
り
き
る
事
は

困
難
だ
。
医
療
政
策
は
最
悪

の
事
態
を
想
定
し
医
療
従
事

者
の
生
活
や
就
労
意
欲
に
も

充
分
配
慮
す
べ
き
だ
。

橋本　透
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本
号
は
、未
入
会
の

先
生
に
も
お
送
り

し
て
い
ま
す

地
よ
り
た
く
さ
ん
の
会
員
・

家
族
と
Ｗ
Ｅ
Ｂ
視
聴
あ
わ
せ

て
１
７
０
名
が
参
加
し
た
。

　
菱
川
理
事
の
司
会
の
も
と
、

は
じ
め
に
三
浦
副
会
長
か
ら

「
子
ど
も
た
ち
に
大
人
気
の
小

林
先
生
を
お
招
き
す
る
こ
と

が
で
き
て
嬉
し
く
思
う
。
本

日
は
最
新
の
恐
竜
研
究
や
発

掘
調
査
の
方
法
な
ど
を
楽
し

ん
で
聴
い
て
い
た
だ
き
た
い
」

と
挨
拶
が
あ
っ
た
。

　
講
演
で
は
、
最
新
の
研
究

と
し
て
、
恐
竜
に
も
「
が
ん
」

が
あ
り
化
石
か
ら
証
拠
が
見

つ
か
っ
た
こ
と
を
紹
介
。
ま

た
恐
竜
の
「
声
」
に
つ
い
て
、

ど
の
よ
う
な
鳴
き
声
を
し
て

い
た
の
か
新
た
な
研
究
が
進

　
１
月
13
日
、
カ
ム
イ
サ
ウ

ル
ス
の
全
身
骨
格
の
化
石
発

見
で
有
名
な
日
本
に
お
け
る

恐
竜
研
究
の
第
一
人
者
・
小

林
快
次
氏
（
北
海
道
大
学
総

合
博
物
館
教
授
）
を
講
師
に

迎
え
、
文
化
講
演
会
を
札
幌

市
内
で
開
催
し
た
。
道
内
各

ん
で
い
る
と
し
た
。

　
映
像
を
交
え
な
が
ら
ア
ラ

ス
カ
・
ユ
ー
コ
ン
川
や
モ
ン

ゴ
ル
・
ゴ
ビ
砂
漠
で
行
わ
れ

た
発
掘
調
査
の
様
子
を
説
明

し
、
参
加
者
は
太
古
の
ロ
マ

ン
に
思
い
を
馳
せ
た
。
講
演

会
の
最
後
に
、
菱
川
理
事
よ

り
所
蔵
の
希
少
な
ア
ン
モ
ナ

イ
ト
の
化
石
が
北
大
博
物
館

宛
に
寄
贈
さ
れ
、
盛
大
な
拍

手
が
送
ら
れ
た
。

　
参
加
者
か
ら
は
「
も
っ
と

色
々
な
恐
竜
の
話
を
聞
き
た

い
」「
是
非
第
二
弾
の
開
催
を

お
願
い
し
た
い
」「
Ｖ
Ｔ
Ｒ
も

多
く
迫
力
満
点
で
楽
し
か
っ

た
」
な
ど
の
感
想
を
い
た
だ

き
、
大
変
好
評
だ
っ
た
。

　
本
会
が
道
内
病
院
を
対
象

に
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
で

は
、
９
割
の
医
療
機
関
で
物

価
高
騰
に
よ
る
費
用
増
加
を

認
め
、
平
均
で
約
３
０
０
万

円
上
昇
し
た
と
の
回
答
が
あ

り
ま
し
た
。
と
く
に
入
院
時

食
事
療
養
費
は
こ
れ
ま
で
も

収
支
が
赤
字
に
な
り
や
す
く
、

物
価
高
騰
が
追
い
討
ち
を
か

け
て
お
り
、
評
価
の
引
き
上

げ
を
要
望
す
る
声
が
多
数
寄

せ
ら
れ
ま
し
た
。
本
会
は
こ

の
結
果
を
受
け
、
国
に
対
し

入
院
時
食
事
療
養
費
の
引
き

上
げ
な
ど
、
医
療
給
付
・
提

供
体
制
の
立
て
直
し
の
た
め

に
要
請
を
行
い
、
今
回
一
部

が
実
現
し
ま
し
た
。

　
近
く
行
わ
れ
る
診
療
報
酬

改
定
に
お
い
て
は
、
物
価
高

騰
や
賃
上
げ
に
対
応
す
る
た

め
、
本
体
は
プ
ラ
ス
改
定
と

な
り
ま
し
た
が
、
微
増
に
と

ど
ま
り
ま
し
た
。
長
年
続
い

て
き
た
診
療
報
酬
の
抑
制
、

近
年
注
目
さ
れ
て
い
る
医
療

Ｄ
Ｘ
、
働
き
方
改
革
へ
の
対

応
も
相
ま
っ
て
、
先
行
き
が

見
え
ず
、
漠
然
と
し
た
不
安

を
感
じ
て
い
る
先
生
方
も
多

い
と
思
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、

本
会
は
、
会
員
の
先
生
方
の

さ
ま
ざ
ま
な
不
安
や
困
り
ご

と
を
解
決
で
き
る
よ
う
に
、

会
員
一
人
一
人
に
寄
り
添
う
、

身
近
で
頼
り
に
な
る
存
在
で

あ
り
続
け
た
い
と
考
え
、サ
ー

ビ
ス
を
充
実
さ
せ
て
き
ま
し

た
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
が
５
類
移
行
し
た
こ
と

に
伴
い
、
医
療
機
関
に
対
す

る
個
別
指
導
や
適
時
調
査
が

平
時
に
戻
り
つ
つ
あ
り
、
会

員
か
ら
質
問
や
相
談
の
声
が

寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
（
関
連

２
面
）。こ
れ
ら
に
対
し
て
は
、

行
政
調
査
へ
の
対
策
・
対
応

を
説
明
し
、
懇
切
丁
寧
に
相

談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
コ
ロ
ナ
禍
を
契
機

に
リ
モ
ー
ト
事
業
を
発
展
さ

せ
、
と
く
に
広
域
な
北
海
道

で
は
、
こ
れ
ま
で
参
加
が
困

難
だ
っ
た
事
業
に
も
参
加
で

き
る
よ
う
に
い
た
し
ま
し
た
。

今
後
も
引
き
続
き
、
工
夫
を

凝
ら
し
た
企
画
を
予
定
し
て

お
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

　
さ
ら
に
、
日
常
診
療
に
役

立
つ
診
療
情
報
の
発
信
や
オ

ン
ラ
イ
ン
講
演
会
な
ど
を
企

画
し
て
い
る
ほ
か
、
特
別
価

格
で
医
薬
品
や
日
用
品
な
ど

が
購
入
で
き
る
Ｍ
＆
Ｄ
ネ
ッ

ト
を
は
じ
め
、「
会
員
な
ら
で

は
の
特
典
」
を
充
実
さ
せ
、

大
変
好
評
を
得
て
お
り
ま
す
。

　
未
入
会
の
先
生
は
、
ぜ
ひ

こ
の
機
会
に
ご
入
会
く
だ
さ

い
。ま
た
、会
員
の
方
々
に
は
、

お
知
り
合
い
で
ま
だ
入
会
さ

れ
て
い
な
い
先
生
に
、
ご
入

会
を
勧
め
て
い
た
だ
け
れ
ば

幸
い
で
す
。

　1 月 1 日発生の石川県能登地
方を震源とする地震により災害
にあわれた皆様に心よりお見舞
い申し上げます。また犠牲にな
られた方々、ご遺族の皆様に深
く哀悼の意を表します。

価
上
昇
に
よ
り
、
道
民
の

経
済
状
況
や
生
活
は
厳
し

く
な
っ
て
お
り
、
医
療
機

関
も
例
外
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。

　

昨
年
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
５
類
移
行
に

伴
い
本
道
も
徐
々
に
コ
ロ
ナ

前
の
活
気
を
取
り
戻
し
て
き

て
お
り
ま
す
。
一
方
、
物

　

保
険
医
の
皆
様
に
お
か
れ

ま
し
て
は
、
地
域
で
の
診
療

に
日
々
奮
闘
さ
れ
て
い
る
こ

と
に
、
心
か
ら
敬
意
と
感
謝

を
申
し
上
げ
ま
す
。

寄
り
添
う
活
動
を
進
め

 

　
さ
ら
に
求
め
ら
れ
る
保
険
医
会
に

会
長

橋
本　

透

一
般
社
団
法
人 

北
海
道
保
険
医
会

診
療
報
酬
改
定

　
　
　
に
向
け
て

本
会
は「
保
険
医
の

頼
り
に
な
る
パ
ー
ト
ナ
ー
」

「
恐
竜
博
士
」の
話
に
興
味
津
々

最
新
研
究
や
発
掘
調
査
の
楽
し
み
を
学
ぶ

◀
講
演
す
る
小
林
氏

▶
ア
ン
モ
ナ
イ
ト
を
寄
贈 ▲子ども達も熱心に聴講

被災された皆様に
お見舞い申し上げます

2024年1月

一般社団法人北海道保険医会

開 催 案 内

新点数検討会
医　科
■日　時：3月31日（日）　11時～13時30分終了予定
■会　場：共済ホール（札幌市中央区北4条西1丁目1共済ビル6階）
■対　象：医科会員および職員

■日　時：3月25日（月）　19時～21時
■形　式：会場とオンラインのハイブリッド開催
　　　　　　（会場：北海道医師会館8階会議室）

■対　象：歯科会員

歯　科

お問い合わせは本会事務局まで

011-231-6281
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
拡
大
防
止
の
観
点
か
ら
、

個
別
指
導
や
適
時
調
査
等
の

実
施
は
見
合
わ
せ
て
い
た
が
、

徐
々
に
再
開
し
、
平
常
時
に

戻
り
つ
つ
あ
る
。
レ
セ
プ
ト

の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
審
査
や

患
者
へ
の
医
療
費
通
知
書（
マ

イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
等
）
の
ほ
か
、

保
険
者
・
被
保
険
者
か
ら
の

情
報
提
供
に
よ
り
、
指
導
・

監
査
・
適
時
調
査
等
を
受
け

る
場
合
が
あ
る
た
め
、
そ
の

仕
組
み
を
知
る
こ
と
が
重
要

で
あ
る
。

　
医
療
機
関
は
保
険
診
療
に

関
し
て
、
厚
生
労
働
大
臣
ま

た
は
都
道
府
県
知
事
の
指
導

を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
さ
れ
て
お
り
、
不
正
ま
た

は
著
し
い
不
当
行
為
を
前
提

と
し
た「
監
査
」と
は
異
な
る
。

本
来
の
指
導
は
す
べ
て
の
医

療
機
関
が
対
象
で
あ
り
行
政

処
分
で
は
な
い
が
、
請
求
過

分
に
つ
い
て
は
自
主
返
還（
原

則
１
年
分
、
最
大
５
年
分
）

を
求
め
ら
れ
る
。

　
指
導
の
種
類
は
、①
集
団
指

導
②
集
団
的
個
別
指
導
③
個

別
指
導
（
新
規
指
定
個
別
指

導
、
既
指
定
医
療
機
関
個
別

指
導
）
に
分
け
ら
れ
る
。
北

海
道
で
は
、
医
科
と
歯
科
に

若
干
の
違
い
は
あ
る
が
、
と

も
に
集
団
的
個
別
指
導
は
高

点
数
に
よ
り
選
定
さ
れ
た
医

療
機
関
に
対
す
る
指
導
が
行

わ
れ
て
い
る
。
集
団
的
個
別

指
導
に
正
当
な
理
由
な
く
無

断
欠
席
し
た
場
合
は
、
個
別

指
導
の
対
象
と
な
る
の
で
注

意
が
必
要
で
あ
る
。

　
新
規
個
別
指
導
は
新
規
指

定
か
ら
概
ね
１
年
を
経
過
し

た
医
療
機
関
を
対
象
に
実
施

さ
れ
る
。
指
導
対
象
と
な
る

レ
セ
プ
ト
は
診
療
所
10
人
程

度
、
病
院
20
人
程
度
だ
が
、

そ
の
中
で
保
険
診
療
の
適
正

を
欠
く
も
の
は
診
療
報
酬
の

返
還
対
象
と
な
る
。

　
そ
の
他
に
も
、
保
険
者
や

審
査
機
関
、
従
業
員
、
被
保

険
者
等
か
ら
情
報
提
供
が
あ

り
、
指
導
が
必
要
と
認
め
ら

れ
た
医
療
機
関
に
対
し
て
は
、

速
や
か
に
個
別
指
導
が
実
施

さ
れ
る
。

　
新
規
個
別
指
導
を
含
む
個

別
指
導
は
、
指
導
の
数
日
前

に
指
定
さ
れ
た
対
象
患
者
の

カ
ル
テ
、
検
査
所
見
、
レ
ン

ト
ゲ
ン
写
真
、
そ
の
他
の
関

係
書
類
を
持
参
し
、
提
出
済

み
の
レ
セ
プ
ト
（
連
続
し
た

２
カ
月
分
）
と
突
合
し
な
が

ら
、「
診
療
が
医
学
的
に
適

切
か
つ
妥
当
に
お
こ
な
わ
れ

て
い
る
か
」「
診
療
報
酬
請

求
の
根
拠
と
な
る
内
容
が
カ

ル
テ
に
記
載
さ
れ
て
い
る

か
」「
保
険
診
療
の
ル
ー
ル

に
則
っ
た
請
求
が
お
こ
な
わ

れ
て
い
る
か
」
等
を
面
接
懇

談
方
式
で
実
施
さ
れ
る
（
カ

ル
テ
記
載
の
注
意
点
は　
　

を
参
照
）。

■
生
活
保
護
法
に
よ
る
指
導

　
生
活
保
護
指
定
医
療
機
関

は
都
道
府
県
お
よ
び
政
令
市

の
指
導
を
受
け
る
が
、
そ
の

選
定
基
準
は
、①
取
り
扱
い

件
数
ま
た
は
頻
回
受
診
者
の

多
い
医
療
機
関
②
福
祉
事
務

所
な
ど
か
ら
の
連
絡
③
長
期

入
院
患
者
が
多
い
医
療
機
関

な
ど
で
あ
る
。
さ
ら
に
電
子

レ
セ
プ
ト
の
分
析
を
活
用
し

請
求
全
体
に
占
め
る
被
保
護

者
の
割
合
が
多
い
、
被
保
護

者
の
レ
セ
プ
ト
点
数
が
他
の

被
保
険
者
よ
り
高
点
数
で
あ

る
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
て
い

る
。
　
生
活
保
護
の
医
療
扶
助
は

他
法
優
先
の
原
則
に
基
づ
き
、

自
立
支
援
医
療
で
の
給
付
対

象
者
は
自
立
支
援
医
療
で
の

請
求
が
優
先
す
る
。
な
お
、

健
康
保
険
に
あ
る
保
険
外
併

用
療
養
費
は
医
療
扶
助
に
は

適
用
さ
れ
な
い
。

■
届
出
医
療
に
関
す
る
適
時

　
調
査

　

届
出
医
療
は
、
各
医
療
機

関
に
お
い
て
施
設
基
準
や
人

員
要
件
を
満
た
し
た
上
で
届

出
る
こ
と
に
よ
り
、
算
定
可

能
と
な
る
診
療
報
酬
点
数
で

あ
る
。
ゆ
え
に
、
定
例
報
告

を
行
う
必
要
が
あ
り
、
さ
ら

に
届
出
要
件
を
満
た
さ
な
く

な
っ
た
場
合
は
速
や
か
に
変

更
届
、
取
り
下
げ
が
必
要
で

あ
る
。
院
内
に
入
院
は
元
よ

り
、
外
来
に
お
い
て
も
届
出

を
行
っ
た
施
設
基
準
（
小
児

科
外
来
診
療
料
、
在
宅
療
養

支
援
診
療
所
な
ど
）
の
項
目
、

内
容
等
の
必
要
事
項
を
掲
示

し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

　
適
時
調
査
は
、
主
に
病
院

に
対
し
て
届
出
内
容
に
関
し

て
地
方
厚
生
局
お
よ
び
都
道

府
県
が
行
う
が
、
有
床
・
無

床
診
療
所
も
対
象
と
す
る
場

合
が
あ
る
。
原
則
年
１
回
と

さ
れ
て
い
る
が
、
北
海
道
は

３
年
に
一
巡
が
目
途
と
さ
れ

て
い
る
。
調
査
の
内
容
は
全

般
的
事
項
か
ら
入
院
料
（
入

院
診
療
計
画
、
院
内
感
染
防

止
対
策
、
医
療
安
全
管
理
な

ど
）、看
護
要
員
（
看
護
師
数
、

勤
務
表
、
勤
務
時
間
な
ど
）、

看
護
業
務
（
病
棟
管
理
日
誌
、

看
護
計
画
、
外
泊
許
可
証
、

リ
ネ
ン
庫
、
診
療
録
管
理
体

制
な
ど
）、
入
院
外
（
リ
ハ
ビ

リ
テ
ー
シ
ョ
ン
、
薬
剤
指
導
、

入
院
時
食
事
療
養
な
ど
）
な

ど
多
岐
に
わ
た
る
。
不
備
が

有
る
場
合
は
届
出
に
対
す
る

指
導
お
よ
び
、
そ
れ
ら
に
関

す
る
診
療
報
酬
の
自
主
返
還

が
求
め
ら
れ
る
。
ま
た
、
カ

ル
テ
等
を
閲
覧
さ
れ
る
こ
と

に
よ
り
後
日
、
届
出
以
外
の

内
容
に
関
し
て
個
別
指
導
が

行
わ
れ
る
こ
と
も
あ
る
。

■
医
療
法
に
基
づ
く
立
入
検

　
査
　
調
査
要
綱
は
毎
年
６
月
に

一
部
改
正
さ
れ
る
が
、
基
本

的
に
は
管
轄
す
る
保
健
所
ま

た
は
特
定
の
地
方
厚
生
局
が

清
潔
保
持
、
構
造
設
備
、
カ

ル
テ
記
載
、
帳
簿
書
類
、
資

格
外
診
療
行
為
な
ど
を
調
査

す
る
。
最
近
は
、
感
染
性
廃

棄
物
の
処
理
や
マ
ニ
フ
ェ
ス

ト
、
放
射
線
管
理
、
医
療
安

全
管
理
対
策
（
医
療
安
全
管

理
、
院
内
感
染
対
策
、
医
薬

品
安
全
管
理
、
医
療
機
器
安

全
管
理
）
な
ど
指
針
の
策
定
、

研
修
な
ど
を
実
施
す
る
こ
と

が
求
め
ら
れ
る
。

　
ま
た
、
昨
年
か
ら
立
入
検

査
要
綱
の
項
目
に
、サ
イ
バ
ー

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
確
保
の
た
め

の
取
組
状
況
が
位
置
づ
け
ら

れ
た
。
立
入
検
査
担
当
者
は
、

「
医
療
機
関
に
お
け
る
サ
イ

バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策

チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
」
に
必
要

な
事
項
が
記
入
さ
れ
て
い
る

か
を
確
認
す
る
。
さ
ら
に
、

チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
の
項
目
に

あ
る
「
イ
ン
シ
デ
ン
ト
発
生

時
の
連
絡
体
制
図
に
つ
い
て
」

は
、
立
入
検
査
時
に
現
物
の

確
認
が
さ
れ
る
た
め
、
作
成

す
る
必
要
が
あ
る
。

　
　
　

 

◇　

◇　

◇

　
今
後
指
導
・
監
査
・
調
査

の
実
施
状
況
は
件
数
が
増
加

し
て
い
く
こ
と
が
予
想
さ
れ

る
。
日
常
的
に
留
意
事
項
を

再
確
認
す
る
こ
と
が
必
要
で

あ
る
。

　
個
別
指
導
や
適
時
調
査
な

ど
の
連
絡
が
あ
り
、
疑
問
点

や
不
安
等
が
あ
れ
ば
本
会
に

相
談
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
北
海
道
保
険
医
会
は
、

会
員
に
と
っ
て
「
役
に
立

つ
」
研
修
会
、
共
済
事
業
、

各
種
相
談
な
ど
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　
医
科
・
歯
科
と
も
に
保

険
診
療
に
か
か
わ
る
講
習

会
を
定
期
的
に
企
画
・
開

催
し
て
お
り
、
ス
タ
ッ
フ

の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
の
場
と

し
て
も
ご
活
用
い
た
だ
い

て
お
り
ま
す
。
と
く
に
歯

科
で
は
施
設
基
準
の
要
件

と
さ
れ
て
い
る
各
種
研
修

会
な
ど
も
開
催
し
、
会
員

に
届
出
医
療
へ
の
支
援
も

活
用
可
能
な
「
団
体
所
得

補
償
保
険
」
な
ど
も
ご
利

用
い
た
だ
け
ま
す
。

　
本
会
の
指
定
代
理
店
で

あ
る
保
険
医
サ
ポ
ー
ト
北

海
道
で
は
、
損
保
商
品
の

取
り
扱
い
や
お
得
な
斡
旋

事
業
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

そ
し
て
本
会
が
加
盟
し
て

い
る
Ｍ
＆
Ｄ
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
で
は
医
薬
品
、
器
材
・

機
器
を
安
価
な
価
格
で
提

供
し
て
お
り
、
こ
ち
ら
も

会
員
の
先
生
だ
け
の
サ
ー

ビ
ス
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
開
業
し
た
ば
か
り
の
先

生
は
も
ち
ろ
ん
、
経
験
豊

富
な
未
加
入
の
先
生
も
是

非
ご
入
会
い
た
だ
き
本
会

を
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

実
施
し
て
い
ま
す
。

　
診
療
報
酬
改
定
の
年
に

は
、
医
師
・
歯
科
医
師
で

あ
る
本
会
の
役
員
が
講
師

を
務
め
「
新
点
数
検
討
会
」

や
研
修
会
を
開
催
し
て
い

ま
す
。
現
場
の
実
務
に
沿
っ

た
説
明
に
加
え
、
無
料
配

布
・
廉
価
販
売
を
行
っ
て

い
る
オ
リ
ジ
ナ
ル
テ
キ
ス

ト
は
先
生
だ
け
で
な
く
ス

タ
ッ
フ
か
ら
も
大
変
好
評

で
す
。
ま
た
、
請
求
方
法

や
解
釈
の
他
、
審
査
機
関

か
ら
の
返
戻
・
査
定
な
ど

の
個
別
の
ご
相
談
に
も
応

じ
て
お
り
ま
す
。

　
保
険
診
療
関
連
の
み
な

ら
ず
、
経
営
・
労
務
管
理

の
研
修
会
な
ど
の
実
務
セ

ミ
ナ
ー
や
相
続
対
策
の
ラ

イ
フ
プ
ラ
ン
講
座
、
ご
家

族
で
参
加
で
き
る
ワ
イ
ン

と
料
理
を
楽
し
む
会
や
ボ

ウ
リ
ン
グ
・
キ
ャ
ン
プ
な

ど
の
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
行

事
も
開
催
し
て
い
ま
す
。

ま
た
美
術
館
の
入
場
券
や

ス
ポ
ー
ツ
観
戦
チ
ケ
ッ
ト

な
ど
を
格
安
で
斡
旋
し
て

お
り
、
好
評
を
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。

　
共
済
制
度
も
充
実
し
て

お
り
、
高
い
利
率
の
「
保

険
医
年
金
」
や
割
安
な
保

険
料
で
ご
家
族
も
加
入
で

き
る
「
団
体
定
期
（
グ
ル
ー

プ
）保
険
」、万
一
の
時
の「
保

険
医
休
業
補
償
共
済
保
険
」

や
職
員
の
福
利
厚
生
に
も

組織部　部長　伴　 宰 子

幅広い分野をサポート
本会は保険医の味方です

入
会
案
内

行
政
機
関
に
よ
る

　
指
導
・
監
査
・
適
時
調
査
と
そ
の
特
徴

解　　説

医
　
科

　
保
険
医
療
機
関
（
以
下
医
療
機
関
）
に
対
し
て
は
、
地
方
厚
生
局
に

よ
る
個
別
指
導
を
は
じ
め
、
各
種
の
法
令
に
基
づ
い
た
行
政
指
導
や
適

時
調
査
な
ど
が
実
施
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
行
政
処
分
に
は
該
当
し

な
い
が
、
適
時
調
査
等
の
結
果
に
よ
り
改
善
指
導
や
診
療
報
酬
の
自
主

返
還
等
を
求
め
ら
れ
る
ケ
ー
ス
も
あ
る
。
本
稿
で
は
、
各
々
の
指
導
や

調
査
に
つ
い
て
種
別
ご
と
に
特
徴
や
調
査
内
容
等
に
つ
い
て
解
説
す
る
。

健
保
法
、国
保
法
、高
齢
者

医
療
確
保
法
に
よ
る
指
導

そ
の
他
の
行
政
に
よ
る
指
導
、

適
時
調
査
、立
入
検
査

表

表

カルテのうち、「既往症・原因・主要症状・経過等」欄、「処
方・手術・処置等」欄などの診療の事実に関する欄は保険
医の記載責任に属する。なお、カルテは「診療したときは遅
滞なく診療に関する事項をカルテに記載しなければなら
ない」（医師法・療養担当規則）とされている。

項　目 備　考
カルテは診療の都度、記載して
いるか

開始日は必ず記載し、終了・転帰はその時点で記載する。な
お、疑い病名が何カ月も続かないようにする。電子カルテの
場合、治ゆ・中止とした病名をデータ上から消去しないこと。

傷病の開始、終了、転帰は、その
都度記載しているか

検査や治療の必要性がわかるように症状詳記がされてい
るかどうか。特に高点数カルテや透析カルテ、外泊の多い
カルテ、リハビリのあるカルテ、医学管理等や在宅医療点
数算定カルテ、多数項目の検査、内服と注射の重複投与、
食事とビタミン剤投与、重症室加算のカルテ、家族・職員
のカルテは重点的に見られる。

カルテに診断根拠が十分に記
載されているか

特定疾患療養管理料を始め、カルテへの必要事項の記載
が算定要件となっている点数は多数ある。診療がきちんと
行われていたとしても、個別指導ではカルテ記載が漏れて
いたために、算定を否認される場合がある。

点数算定の要件となっている
事項をカルテに記載しているか

カルテ記載の注意点



お問合せ・ご注文は本会事務局まで 011-231-6281

の請求継続には事前に届出が必要

レセプトオンライン請求4月から義務化

　2023年12月26日厚労省より、オンライン請求に係る留意事項が発
出された。2024年4月1日以降、レセプト請求は原則オンライン請求にて
行うものとし、引き続き紙や光ディスク等を用いたレセプト請求を行う保
険医療機関等においては所定の猶予届出書を期日までに提出が必要と
されている（下記図は厚労省資料より抜粋）。紙レセプト請求の猶予届出
は2月末が締切のため留意されたい。

紙

光ディスク等

2024年4月以降も「紙レセプト請求が継続できる場合」の
いずれかに該当し、継続する

図 1

2024年3月末までオンライン請求に移行

図 2

（3）第1017号（昭和40年4月18日 第3種郵便物認可） 2024年（令和6年）2月5日北 海 道 保 険 医 新 聞

　

分
か
り
易
く
書
い
て
あ
る
。

タ
リ
バ
ン
や
ロ
シ
ア
の
多
く

の
子
供
た
ち
が
こ
の
本
を
読

む
こ
と
が
出
来
た
ら
、
そ
の

子
た
ち
の
世
代
に
な
っ
た
と

き
必
ず
戦
争
は
無
く
な
る
と

思
え
る
ほ
ど
の
久
方
ぶ
り
の

名
著
に
出
会
え
て
と
て
も
感

動
し
て
い
る
。
池
上
先
生
や

で
ん
じ
ろ
う
先
生
が
小
さ
く

見
え
、
自
分
も
今
年
の
秋
に

東
大
博
物
館
で
開
催
さ
れ
る

特
別
展
「
菱
川
法
之
博
士
コ

レ
ク
シ
ョ
ン
展
」
の
冊
子
を

し
っ
か
り
作
っ
て
い
た
小
人

ぶ
り
が
恥
ず
か
し
く
な
る
。

　
や
っ
と
出
た
。
世
界
の
子

供
た
ち
の
バ
イ
ブ
ル
。
人
間

の
本
質
に
触
れ
た
凄
す
ぎ
る

本
。
以
前
に
読
ん
だ
「
サ
ピ

エ
ン
ス
全
史
」
の
ダ
イ
ジ
ェ

ス
ト
版
第
２
弾
、
リ
カ
ル
・

ザ
プ
ラ
ナ
・
ル
イ
ズ
の
イ
ラ

ス
ト
付
き
で
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
。

世
界
中
の
小
中
学
校
の
副
読

本
に
最
適
。
い
と
も
簡
単
に

政
治
・
宗
教
の
根
源
に
触
れ
、

小
学
生
で
も
理
解
で
き
る
迫

力
あ
る
イ
ラ
ス
ト
を
交
え
て ユ 

ヴ 

ァ 

ル 

・ 

ノ 

ア 

・ 

ハ 

ラ 

リ 

著

西 

田 

美 

緒 

子 

翻 

訳

河 

出 

書 

房 

新 

社

（
Ｎ
・
Ｈ
）

で
す
。
大
学
卒

業
後
長
い
ブ
ラ

ン
ク
が
あ
り
ま

し
た
が
、
現
在

は
週
に
１
度
の

稽
古
で
心
も
体

も
リ
フ
レ
ッ
シ

ュ
し
て
い
ま
す
。

　
今
年
は
昇
段

審
査
や
大
会
出

場
に
挑
戦
し
た

い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

―

今
後
の
目
標
に

つ
い
て

　
澄
川
サ
ニ
ー

歯
科
に
集
う
全
て
の
人
々
が

笑
顔
で
い
ら
れ
る
た
め
、
変

化
を
恐
れ
ず
成
長
し
続
け
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

―

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

患者さんが
笑顔でいられる医院

村田　尚子 先生
澄川サニー歯科　札幌市・南区151151

略歴
　北海道札幌市出身。岩手医科大学
歯学部卒業、岩手医大歯学研究科口
腔外科学修了。
　その後岩手医大口腔外科学講座、
札幌市内開業医勤務を経て、2022
年に澄川サニー歯科を開業。

サ
ポ
ー
ト
を
し
た
い
と
思
い

開
業
し
ま
し
た
。

―

開
業
後
、
苦
労
し
た
こ
と
や

　
嬉
し
か
っ
た
こ
と

　
診
療
以
外
の
事
務
的
な
こ

と
は
経
験
が
あ
ま
り
な
か
っ

た
の
で
苦
労
し
ま
し
た
。

　
嬉
し
か
っ
た
こ
と
は
通
院

が
楽
し
み
に
な
っ
た
と
い
わ

れ
た
こ
と
、
口
腔
ケ
ア
の
重

要
性
を
知
っ
て
も
ら
い
メ
ン

テ
ナ
ン
ス
に
通
っ
て
も
ら
え

る
よ
う
に
な
っ
た
と
語
る
ス

―

本
会
に
入
会
し
た
理
由
は

　
正
し
い
保
険
請
求
に
関
す

る
情
報
が
得
ら
れ
る
こ
と
、

多
く
の
研
修
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
る
と
聞
き
入
会
し
ま

し
た
。

―

ご
専
門
は

　
口
腔
外
科
を
専
攻
し
て
い

ま
す
。

―

開
業
し
た
動
機
な
ど

　
地
域
の
方
々
に
、
明
る
く

幸
せ
な
生
活
を
送
っ
て
も
ら

う
た
め
、
口
腔
か
ら
健
康
の

タ
ッ
フ
の
笑
顔
を
見
た
と
き

で
す
。

―

診
療
で
心
が
け
て
い
る
こ
と

　
は

　
安
心
安
全
な
治
療
を
納
得

し
て
受
け
て
も
ら
え
る
よ
う

し
っ
か
り
と
し
た
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
心
掛
け
て
い

ま
す
。

―

ど
の
よ
う
な
医
院
を
目
指
し

　
て
い
ま
す
か

　
患
者
さ
ん
と
そ
の
家
族
、

ス
タ
ッ
フ
と
一
つ
の
チ
ー
ム

に
な
る
こ
と
、
患
者
さ
ん
と

よ
り
良
い
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ

プ
を
築
く
こ
と
で
長
く
お
付

き
合
い
し
て
も
ら
え
る
よ
う

な
歯
科
医
院
に
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

―

ご
趣
味
は

　
小
学
生
か
ら
始
め
た
剣
道

　
地
域
の
皆
さ
ん
が
い
つ
ま
で

　
も
笑
顔
で
い
ら
れ
る
歯
科
医

　
院
と
し
て
、
是
非
今
後
も
ご

　
活
躍
い
た
だ
き
だ
い
で
す
。

（
聞
き
手
　
事
務
局
丸
岡
）

人
類
の
物
語
Ⅱ

　
ど
う
し
て
世
界
は
不
公
平
な
ん
だ
ろ
う

〈
主
な
協
議・検
討
事
項
〉

①
２
０
２
３
年
度
歯
科
部
関
係
事
業
に
つ
い
て

　
・ （
２
／
17
） 

歯
科
臨
床
講
演
会

　
・ （
３
／
２
） 

歯
科
新
点
数
検
討
会

　
　
い
ず
れ
も
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
で
開
催
す
る
。
新
点

　
　
数
検
討
会
は
未
入
会
員
に
も
案
内
し
、
組
織
拡

　
　
大
号
で
広
く
参
加
と
入
会
を
呼
び
か
け
る
。

②
２
０
２
４
年
度
予
算
要
求
、活
動
方
針
、活
動
報
告

　
・ 

予
算
要
求…

改
定
関
連
書
籍
の
価
格
お
よ
び
発

　

  

送
代
の
大
幅
値
上
げ
予
想
の
た
め
、
次
回
ま
で

　

  

に
要
求
案
を
立
て
直
す
こ
と
と
し
た
。

　
・ 

活
動
方
針
案
、
活
動
報
告
案…

今
回
出
さ
れ
た

　

  

案
を
基
に
内
容
を
検
討
す
る
こ
と
と
し
た
。

③
保
団
連
第　
回
定
期
大
会
発
言
通
告
に
つ
い
て

    

・
発
言
案
の
内
容
を
確
認
し
、
保
団
連
に
提
出
す
る

　

  

こ
と
と
し
た
。

④
そ
の
他

    

・
歯
科
保
険
診
療
研
究
（
２
／
５
号
）
の
確
認
を

　

  

行
っ
た
。

第
10
回
歯
科
部
担
当
理
事
会（
1
月
10
日
）

歯
科
部
だ
よ
り

※

次
回 

２
０
２
４
年
度
第
11
回
歯
科
部
担
当
理
事
会

…

2
月
14
日（
水
）午
後
７
時

51

特別価格で販売！

　2024年度薬価改定に伴い、（株）じほう社から発行される薬価基準関連
の書籍を、会員限定の特別価格で販売いたします。各1冊目につきまして
は、1,000円分を本会が負担する格安価格にて提供致します。ご希望の方
は本号同封のちらしでお早めにお申し込みください。

※次に掲げる条件をすべて満たす場合には「オンライン資格確認導入補助金」事業にオンラ
　イン請求に係るシステム導入費用を加えることができるため留意されたい（補助金申請期
　限は6月30日まで）。
　　●2023年3月31日時点でオンライン資格確認に接続可能な光回線ネットワーク環境
　　　が整備されていない又は訪問診療のみを実施している医療機関
　　●オンライン資格確認導入猶予届出を提出済み
　　●オンライン資格確認導入が2024年3月31日までに完了する場合

薬価関連書籍

薬効・薬価リスト 保険薬事典Plus 薬価基準点数早見表

はい

できる

2024年9月末までにオンライン請求に移行

できる できない

できない

猶予届出が必要

猶予届出等は不要 猶予届出・移行計画の提出が必要

猶予届出は不要。2024年4月以降は
オンライン請求に対応できるよう

ご対応ください。

該当しない・継続しない

※届出は、支払基金本部と国保連合会
　の両方に、2月29日までにお願いします。
※3月末までにオンライン請求に移行
　する予定でも、移行が4月以降にずれ
　こむおそれがある場合は、念のため
　提出をご検討ください。

※かつて届出を行った類型に則してご
　検討ください。
　【1】レセコンを使用していない（手書
　　　き請求）
　【2】常勤医師等が高齢で、最も若い
　　　者の生年月日が右の表の日付以
　　　前である

※オンライン請求を開始するには、その2
　月前の20日までに医療機関等向け総合
　ポータルサイトからオンライン請求の利
　用申請が必要です。
※期限までに廃止する場合も届出等は不
　要です。

※届出は医療機関等向け総合ポータルサ
　イトの届出フォーム（4月頃開設予定）か
　ら、8月31日までにお願いします。
※9月末までにオンライン請求に移行する予
　定でも、移行が10月以降にずれ込むおそ
　れがある場合は、念のため提出をご検討く
　ださい。

※オンライン請求を開始するには、その2月前
　の20日までに医療機関等向け総合ポータル
　サイトからオンライン請求の利用申請が必要
　です。
※期限までに廃止する場合も届出等は不要です。

レセコンを使っている薬局 1944年4月1日生まれ

1945年7月1日生まれ

1946年4月1日生まれ

レセコンを使っている医科診療所

レセコンを使っている歯科診療所

レセコンを使っていない診療所・薬局
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新規医療技術及び既存技術の再評価についての
概要について（補綴関連）

　2024年度診療報酬改定に向けて、診療報酬における医療技術の適正な評価の観点から、医療技術評価分科会において、学会等から提出された
医療技術評価・再評価提案書に基づき、新規医療技術の評価及び既存技術の再評価に関する検討（歯科関連項目は98件）が行われており、保険導
入に向け議論されている。今回の歯科保険診療研究では紙面の都合があるためすべて報告することはできないが一部について（補綴関連）、提案さ
れている医療技術名と概要についてお知らせする。

提案される医療技術名 概要

CAD/CAM法による臼歯部チタン
クラウン

　う蝕や破折などで歯冠部歯質を大きく喪失した患者に、強度もあり生体親和性に求むチタン
材を用い、製作時に欠陥が少なくトレーサビリティが確保されるCAD/CAMシステムによる歯冠
補綴装置を製作し、口腔機能を回復する医療技術である。

金属アレルギー患者への前歯部
ジルコニアブリッジ 

　金属アレルギー患者に対して前歯部中間欠損に対する1装置3歯のブリッジをジルコニアを
使用して製作する。製作には CAD/CAM装置を用い、支台歯形成や印象採得は従来と同様に
行う。ジルコニアは単体で使用し、ガラスセラミック等の築盛は行わない。ブリッジ設計の考え
方は、「ブリッジについての考え方 2007」(平成19年11月日本歯科医学会)による。

　上顎中切歯を除く切歯1歯欠損で
隣在歯1歯が健全な症例において、
隣在歯1歯のみを支台歯としてカン
チレバー型補綴装置を接着性レジ
ンセメントにて装着する技術である。
従来の2リテーナー型と比較して、少
ない歯質削除量と金属量で補綴可
能であり、二次う蝕のリスクも少ない
ことが特徴である。

接着カンチレバー装置

　前歯部1歯欠損症例の欠損部位
へ前歯部テンポラリークラウン用レ
ジンシェルをポンティックとして使用
し、健全な隣在歯表面に接着性レジ
ンセメントにて接着する固定性の暫
間補綴装置である。直接法であり印
象等の診療行為および技工作業が
ないことから診療回数は1回のみで
ある。支台歯には歯冠形成を行わな
いため、患者への負担が少ない。

前歯部に対する固定性暫間補綴
装置

　象牙質レジンコーティング法は、生活歯形成直後に間
接歯冠修復時の印象採得に先立ち、レジン接着システム
を用いて被覆する方法である。CAD/CAMインレーの窩洞
形成後に露出した象牙質面に対して、レジン接着システム
を用いて接着歯面処理を行い、得られた薄層の被膜で
コーティングすることによって、形成面の汚染防止、歯髄保
護の実現、レジンセメント接着性の向上などを獲得する。

CAD/CAMインレー修復における
象牙質レジンコーティング法加算

図1　本技術の模式図 図2　本技術を用いた装置例

図2　本技術を用いた臨床例

対象範囲（上下3-3）

無機セメントによる
従来の歯髄保護

CAD/CAMインレー
形成後の窩洞

象牙質レジンコーティング
後の窩洞

図1　本技術の模式図

　現在、金属をベースに製作する歯
冠のレジン前装は、前歯部、ブリッジ
の支台歯となる第一小臼歯、および
欠損部のポンティックとなる第二小
臼歯と第一大臼歯が対象とされてい
る。しかし、ブリッジの支台装置とな
る第二小臼歯も審美的な需要が高
い部位であり、患者のQOLの向上の
ために、レジン前装金属冠をブリッ
ジの支台装置として、第二小臼歯へ
適用拡大することを提案する。

ブリッジの支台装置としての第二
小臼歯レジン前装冠

従来の技術では、第二小臼歯のブリッジの支台装置は
全部金属冠となり（矢印）、違和感を生じる


